
令和６年度 日本大学大学院特別講義（英文学専攻） 

 

日  時：令和 6年 11月 13日（水）4・5時限目 

場  所：文理学部 7 号館 7304 教室 

 
講  師：松本 三枝子先生（愛知県立大学名誉教授） 
タイトル：Elizabeth Gaskell の小説と 19世紀イギリスの社会・文化状況 

講義内容：Gaskell の主要な小説である Mary Barton:A Tale of Manchester Life(1848) と Wives 

and Daughters: An Every-day Story(1864-66)を中心に扱う。前者は、産業革命後の
イギリスにおいて、貧富の格差が顕著になり「飢餓の 40 年代」と称された社会
状況の中で書かれた社会問題小説である。貧富の格差、階級格差、そして性の差
別などに焦点を絞り考えていく。後者は、イギリス帝国の繁栄期である 1860 年
代に書かれている。同時代に極めて人気のあった大衆小説である煽情小説や、フ
ァッション・トレンドでもある「当世風娘」などを視野に入れながら、女性登場
人物を詳細に分析する。 


